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= イスラーム 





人 類 の 現世 と 来世 に 人 イス ラー ム な し に は 達成 され ませ ん 。 


そし て 人 間 の イス ラー ム に 対す る 必要 性 は 、 食 べ 物 や 飲み 物 、 空 気 に 対す る 必要 性 より も 
pe の つの 0 の 
と 役 に 対 する 害 を 阻止 する 動向 - に 位置 し て いま す 。 そ し て イス ラー ム は 人 を 益 す る も の 、 























また は 害する も の を 明白 に する 灯明 の よう な も の な の で す 。 


イス ラー ム に は 3 つの 段階 が あり ます 。 それは 


イス ラー ム 
イー マー ン 
イフ サー ン 





で す 。 そ し て 各々 の 段階 に は 幾つ か の 基幹 が あり ます 。 





イス ラー ム と イー マー ン と イフ サー ン の 違い : 


イス ラー ム と イー マー ン が 共に 並列 され て 言及 され た 場合 、 イ スラ ー ム は 表象 的 行為 を 
し 





ます 。 そ れ は 一 般 に 5 柱 と 呼ば れる も の で す 。 一 方 、 イー マー ン は 内 面 的 行為 を 指し 


35 に 6 信 と 呼ば れる も の で す 。 そ し て この 2 つの 用 語 は 個別 に 言及 され る 
場合 、 お 互い の 意味 と 規定 を 共有 し ます 。 





パ フサ ザ サーン の レベ ル は イー マー ンジ の それ より や 催 く 、 イ ー マ ー ン の レベ ル は イス テラー よ 
の それ より も 調 く あり まず す 。 イフ サザ サーン は イー マー シ よ りや 志 いじ ペル で あめ る た め 、 そそ 
れ 自 体 で は 最高 峰 の も の で ある と も 言え ます 。 ゆえ に イー マー ン に た どり 着く こと な く 
し て 、 イフ サー ン の 段階 NO と は あり ませ ん 。 ま た イフ サー ン は その 段階 に 属 
する 人 た ち (イフ サー ン の 徒 ) に 視点 を 当て て 見 る な ら ば 、 最も 限定 され た 段階 で ある 
ご 言え ます 。 人 本 冬 の ムウ 
和久 イ シイ ツー の 全 ) 人 ほ み ツ ラミ シ イー マー シ の 作 ) で あめ 人 る と 計る を 手 ま 、 し か し そ で 
の 一 方 、 全 て の ムウ ミン (イー マー ン の 徒 ) が ム フ ス イィ イン (イフ サー ン の 徒 ) で ある と 
は 限ら な い の で す 。 


























また イー マー ン は イス ラー ム を 包含 する た め 、 それ 自体 で は イス ラー ム よ り も 大 き な 枠 
で ある と 言え ます 。 ゆ え に イ スラ ー ム と いう 了 段階 を 経過 せ ず し て 、 イー マー ン の 段階 に 








到達 する こと は あり ませ ん 。 ま た イー マー ン は 、 そ の 段階 に 属す る 人 た ち に 焦点 を 当て 
て 見 る な ら ば 、 イスラーム より も 限定 され た 種類 の も の で す 。 と いう の も イー マー ン の 
徒 は イス ラー ム の 徒 を 兼ね ます が 、 そ の 全体 に 相当 する の で は あり ませ ん 。 ゆ え に 全 て 
の ムウ ミン (イー マー ン の 徒 ) は ムスリム (イス ラー ム の 徒 ) で す が 、 全 て の ムスリム 
(イス ラー ム の 徒 ) が ムウ ミン (イー マー ン の 徒 ) で ある と は 限ら な い の で す 。 











@⑱ イス ラー ム の 意味 : 


イス ラー ム と は 久 ウ と 一 人 信仰! と 服従 行為 に よる 従順 さき 、 そ し て シル シク 2 と シル ク の 徒 か 
ら 潔 白 で ある こと に お いて 、 ア ッ ラ ー に 従う こと を 意味 し ます 。 アッ ラー の み に 従 う 者 は 、 
ムスリム (イス ラー ム の 徒 ) で あり 、 ア ッ ラ ー と その 他 の 何 か に 従う 者 は スシ ュ タ ク グ ク ( シ 
ルク の 徒 ) な の で す 。 一 方 アッ ラー に 従わ な い 者 は 、 高 慢 な 不信 仰 者 と いう こと に な り ま 
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1 訳者 注 :・「 タ ウ ヒ ー ド と タウ ヒー ド の 種類 」 の 項 参 照 。 
2 訳者 注 ・「 シ ルク と シル ク の 種類 」 の 項 参 照 。 








7 一 イス ラー ム の 基幹 


⑯ イス ラー ム の 基幹 は 5 つ で す : 





イブ ン ・ ウ マル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :“ イ スラ ー ム は 5 つ (の 基幹 ) か ら 成 立 し て 
の ーー イア アー タフ タッ シー、 み ハン で ドウ ッ シ ス ーッ ルッ ワー (アッ ジー 以外 氏 

真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 ム ハン マ ド は アッ ラー の 使徒 で あや る) と シャ ハー ダ (証言 ) 
2 と アダー ( 札 挟 ) を 行う こと 、 が ター ( 疹 財 ) を 支払 うこ と 、 ハ ッ ジ (大 交 礼 )、 
ラマ ダー ン 月 3 の ウス ( 斉 戒 ) を する こと で ある 。"」 (アルテ プ ハ ヘー リー と ムスリム の 伝承 
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⑯ “ジー・ プ ジー ハ ・ ブ プッ ラッ クー (アッ ラー 以外 に 真 に 祭 拝 す べき も の は な い )” と い 
う シ ャ ハー ダ (証言 ) の 意味 : 


その 意味 は 、 人 が 偉大 か つ 荘 厳 な アッ ラー 以外 に に 崇拝 すべ きも の は 存在 せ ず 、 ア 
ッ ラ テー 以外 に 崇拝 され て いる も の の ウル ー と 一 も 、 そ れ に 向け られ た イ バ ー ダ (上 拝 行 
為 ) も 全 NE と を 、 舌 と 心 で も っ て 承認 する こと で す 。 こ の 文章 は 否定 と 育 定 
か ら 成 立 し て いま す 。“ ・ プ ラー パ " の 部 分 は アッ ラー 以外 に 崇拝 され て いる 全て の も 
の を 否定 し 、 Ne "ブッ ラッ ラー" の 部 分 は アッ ラー の み に イ バー ダ ( 持 拝 行為 ) 
が 向け られ る べき こと 、 そ し て アッ ラー は イベ バー ダ ( 影 拝 行為 ) に お いて も 全 宇 宙 の 所 有 
に お いて も 同列 者 や 参与 者 を お 持ち に な ら な いと いう こと を 青 定 し て いま す 。 








@⑯ “スハ ンマ が ラッ ジス ズー シッ ジー (ムハンマド は アッ ラー の 使徒 で ある )” と いう シャ 
ハー ダ (証言 ) の 意味 : 


この 言葉 は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 命令 し た こと に お いて 彼 に 
従い 、 彼 が 語っ た こと を 信じ 、 ま た 彼 が 禁じ た こと を 人 避け 、 そ し て 彼 が 定め た 手法 に よっ 
て の み ア デッラ ー を 祭 拝 する こと を 意味 し ます 。 











3 訳者 注 : イス ラー ム 暦 9 月 。 
4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (8) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (16)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
5 訳者 注 : いわ ゆる 神 性 。 つ まり 真 に 崇拝 され る べき 権威 と し て の 性 質 。 



































